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あらまし：協調学習における電子掲示板を用いた議論において，発言をする際に議論内から情報を収集し

た部分を指定して返信させる支援環境を提案する．発言単位の引用のみでは，返信の論点が明確になりに

くいという問題を解決する．また情報収集部分指定により，議論の偏りや構造をより正確に可視化しやす

い．可視化によって議論の偏りを学習者に示し，より要点を中心とした議論展開を支援することができる．	 
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1. はじめに 
従来の学習形態である教示型学習の欠点を補う学

習形態として，調べ学習，プロジェクトワーク，協

調学習といったアクティブラーニング(1)が近年注目

されている．これにともない，IT利用によりアクテ
ィブラーニングを支援する TEAL (Technology- 
enabled Active Learning)(2)や協調学習を実現する

CSCL(Computer Supported Collaborative Learning)(3)が

教育現場で利用されることが多くなった．しかし，

CSCL 環境で行われる議論では，同様な質問を繰り
返したり，やりとりが議題から逸脱するといった問

題が多く見受けられる．これらは，他者の発言を十

分に読まずに発言してしまう，参加者が議論の要点

を把握することが困難，といった原因が考えられる．

こういった問題を解決するため，議論自体にコンピ

ュータが介入し，学習者を支援する機能が期待され

ている． 
議論支援の先行研究として，まず議論構造を可視

化するアプローチがある．Muhlenbrock ら(4)は 2 者
による協同問題解決支援システムに発言順番を視覚

化する機能を取り入れた．Suther ら(5)は協調学習の

発言をトピックマップのような２次元空間に配置さ

せる環境を提案した．Baker ら(6)は ディベートの発
言を 2 次元空間に配置して表現させる DREW シス
テムを提案した． 
次に，個々の発言に役割を付与し，また役割を強

制するアプローチがある．Barros ら(7)は発言種類を

「提案」「対案」「コメント」「理由づけ」「質問」「解

答」に分類し，このなかで議論を進める枠組みを適

用した．Weinbergerら(8)は Cooperation Scriptと呼ぶ
発言順序の枠組みを規定し，発言を「主張」 「反論」
「根拠」に限定して議論を進める実験を行った．  

筆者らの研究室でも，発言の特徴を基にした議論

の可視化(9)や発言の動的制限(10)を行ってきた．これ

らは議論内の発言に付与された役割情報から議論を

構造化し，可視化または発言制限をかける．これら

の研究には，議論支援において発言単位の参照を促

すものは多くあるが，発言内容に踏み込んだ分析や

支援は少ないことが明らかになった．発言内容を扱

う先行研究として，発言内のキーワードを抽出して

マッチングした資料を提示するシステム(11)や発言

内容を役割分類させ発言させるフォームを作成した

システム(12)があるが，これらは議論内容の参照を促

すことはしていない． 
そこで本稿では，議論における参照や注目が発言

全体ではなく，特定の部分（文や段落など）に限定

されるという仮説を設定した．ある発言に返信する

際，返信者が元発言内で着目した部分(以下，情報収
集部分と呼ぶ)を特定し，それを基に議論の要点を可
視化する手法を提案する． 

 
2. 提案機能 
前述の手法を実現するため以下の機能を提案する． 

l 情報収集部分指定機能：返信を行う際に返信元の
発言から情報収集部分を指定させる機能 

l 情報収集部分リスト表示機能：引用された情報収
集部分をリスト化し，学習者に可視化する機能 

これらの機能について説明する． 
 

2.1 情報収集部分指定機能 
図 1に本機能を利用した発言の例を示す．この機

能では自発言を他の学習者の返信として発言する際

に，返信元の発言内容の中で最も着目した一文を指

定し，その部分に対して発言を行わせる機能である． 
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発言内容は自動的に単文に分割され保存される．

情報収集部分指定の際には，保存された文から選択

する形式を取る．この操作から情報収集部分と返信

発言の関連付け情報や単文ごとの被引用回数を保持

する． 

 
図１	 情報収集部分を指定した発言 

 
2.2 情報収集部分リスト表示機能 
図 2に本機能の画面イメージを示す．この機能は

前述の情報収集部分指定機能により選択された情報

収集部分を関連付け情報・被参照回数を利用してリ

スト表示する機能である． 

 
図２	 リスト表示イメージ 

 
この機能ではインターフェースは左右に 2フレー

ムに分け，リスト表示を行うフレームと掲示板発言

を参照するフレームを用意する予定である． 
リストは左側のフレームを利用し，被引用回数が

降順になるように表示する．着目されている部分を

学習者に対し，優先的に参照させるようにする．ま

たその情報収集部分に対する返信件数を表示し，返

信件数表示部を選択することにより，引用している

発言を参照させることを考えている． 
右フレームには掲示板発言を表示する．一般的な

掲示板システムで表示する項目(発言番号・発言者・
日時・内容)に加え，他の発言から引用した情報収集
部分の表示を行う． 
 
3. おわりに 
現在設計している協調学習支援環境について紹介

した．この環境を利用することにより，次の効果が

期待されると考える． 
l 他の学習者の発言内容を引用して発言すること
により，返信元発言の内容を深く読み込む 

l 自発言が他の発言に引用されることから自発言
がどのように議論に影響を与えているかを認識

できる 
l 議論内の着目されている部分がわかり，議論の中
心点を把握できる 

l 着目されている部分を抽出・可視化しているため，
その部分に発言が集中し，1つの内容についてよ
く議論されるようになる 

 
今後システム開発が終了し次第，これらの効果に

対して実験・検証を行う予定である．また，発言の

一部を引用して発言することによる，学習者の発言

難易度についても考慮していきたい． 
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